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1. はじめに 

我が国では都市部から地方まで鉄道網が発達

している。鉄道は我々にとって非常に重要な移

動手段の一つであり、多くの人が移動の際に鉄

道を利用している。鉄道の利用の割合は都道府

県により異なるが、平成 22 年度の国勢調査では

東京都で約 45％の人が通勤・通学で鉄道を利用

している[1]。日本の鉄道は非常に時間に正確で、

事故件数も少なく、世界的にみても正確性、安

全性はトップクラスである。しかしこのような

日本の鉄道においても、人身事故や自然災害な

どが原因で電車が緊急停止する事態が度々発生

している。 

非常事態で電車が緊急停止した場合、車内の

乗客たちは乗務員の指示がなければ下車するこ

とはできず、車内に閉じ込められてしまう。閉

じ込められる時間は緊急停止の原因や停車位置

によって異なるが、場合によっては長時間閉じ

込められる事例もある。車内という限られた空

間内で長時間閉じ込められると、持病や周辺環

境の悪化、ストレスの増加などにより体調を崩

してしまう乗客も多い。体調不良の乗客に対し

ては一般的に乗務員による対応が想定されてい

るが、乗務員の数には限りがあるため、閉じ込

められた状況で複数の体調不良者が発生すると、

乗務員だけでは十分に対応をとることができな

い場合もある。 

本研究では、乗客同士を結び付ける即席のコ

ミュニティを形成するシステムを提案する。本

システムでは、車両内に閉じ込められた状況下

で乗客同士の相互扶助を促すことを考える。閉

じ込められた状況下で、乗客の中で体調不良者

に対応可能な専門知識を持つ医師や看護師がい

たとしても、病人が異なる車両にいて対応の必

要性に気づかずに救助が遅れることが考えられ

る。具体的には、電車内空間という限られた空

間内を対象とするため、救助を必要とする乗客

の位置と要求を明確に特定し、それを他者に理

解しやすいインタフェースで伝えるシステムを

提案する。評価実験ではインタフェースの有効

性を検証する。 

2. 関連研究 

L. E. Dominguez-Rios らは災害時に共助コミュ

ニティを形成することを目的に、ソーシャルネ

ットワーク（SNS）に基づく災害管理プラットホ

ームを提案している[2]。この研究では、SNS に

登録されている各ユーザの属性や、社会的な能

力などの情報に基づき、他者からの助けが必要

なユーザに対しそのユーザを助けられることが

可能と推測できるユーザを推薦し、ユーザ間で

相互扶助を行うためのコミュニティを形成する。

ユーザを推薦する際には、ユーザが有する能力

以外にもユーザの位置やユーザ間の関係性を考

慮している。この研究では、災害発生地域とそ

の周辺地域という一般的な空間を対象とし、さ

らに救助の内容も多岐にわたっている。そのた

め、ユーザが SNS に自身の専門知識や能力を登

録していることを前提にしており、またユーザ

の位置関係も GPS を用いて電子地図上に表示す

るものとなっている。 

本研究で対象とするのは、閉じ込めが発生し

た電車内という非常に限定的な空間でのコミュ

ニティ形成であり、乗客も限られている。その

ため、誤差のある GPS を用いた位置情報の表示

では救助を必要としている人の乗車位置が具体

的にはわからない。さらに、必要な救助内容と

ユーザの専門性のマッチングを取っていては救

助可能な人がいないと判断される場合が多いと

考えられる。そこで本研究では、救助を必要と

する人の車両位置と必要な救助内容をユーザに

わかりやすく提示し、車両内の状況をユーザに

伝え、救助に協力可能と感じた人が救助に向か

えるシステムを提案する。 

3.提案システム 

3.1 システムの概要 

乗客間で情報の共有を行うため、多くの乗客

が持っていると考えられるスマートフォンを用

いてシステムを構築する。本システムでは急病

人など、なんらかの救助を必要とするユーザの
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元へ救助をしようとするユーザが直ちに向える

ように支援する。 

本システムは急病人を含む体調不良であるユ

ーザの利用を想定しているため、操作数が少な

くシンプルなものにする。救助を求めるユーザ

は、自身の状態と要求を数回のタップにより選

択をすることでシステムに登録する。システム

は車両を表す画像の上に情報を発信したユーザ

位置とそのユーザの状態と要望をユーザが乗車

している車両上に表示する。これにより、遠方

の車両にいるユーザも一目でどこにどのような

ユーザが救助を求めているのかがいるかを把握

できるようになる。ただし、ユーザの乗車車両

の特定については本研究の対象外とし、外部シ

ステムを利用するものとする。 

3.2 システムの詳細 

本研究では、システムを HTML、 PHP、

JavaScript を用いて構築した。本システムは救助

を求めるユーザが情報を発信する機能と、発信

された情報を提示する機能の二つにわけられる。 

ユーザが救助を求めたい場合、当人またはそ

の周囲の人がシステムのメイン画面のヘルプボ

タンをタップすることで、その車両で救助を求

めている情報をシステムに登録できる。単にヘ

ルプボタンをタップすれば、緊急事態と判断さ

れる。比較的に緊急を要する状況でない場合は、

車両内の具体的なユーザの位置や、緊急の度合

いを選択し、さらに詳細な要求を書き込むこと

ができる（図 1）。 

情報提示画面は、システムのメイン画面であ

る。この画面には、ユーザが乗車する電車を表

す車両の列の画像が表示されており、ユーザの

位置が示されている。他のユーザから救助を求

める情報が登録されると、そのユーザの乗車位

置に情報が発信されたことを示す画像が表示さ

れる。図 2 に 1 両目の車両に乗車するユーザか

ら緊急事態である情報が登録された場合の画面

を示す。救助を求めるユーザが自身の具体的な

位置や緊急の度合いを選択した場合には、その

車両に情報が登録されたことがメイン画面の車

両の色が変化することで表される。車両の画面

をタップすると登録された詳細情報が表示され

る。また掲示板も併設されており、ユーザ間で

情報交換を行うことができる。情報を見たユー

ザは、救助を求める緊急の度合いとその位置か

ら救助に向かうかを判断することができ、救助

に向かう場合には救助を求める人が乗車する車

両を知ることができる。 

 

 
図 1：救助要求の情報発信画面 

 

 
図 2：情報提示画面の例 

 

4. 評価実験 

 提案システムのインタフェースで情報の発

信と、ユーザが救助を求めるユーザの元に即

座に向かうことが可能であるかを、実際に鉄

道を利用した被験者を通して検証する。実験

後に実施するアンケートの結果に基づき、効

果を分析し、さらに今後のシステムの改良に

取り入れていく。 

5. あとがき 

 本研究では、鉄道に閉じ込められた際に乗客

同士での相互扶助を促すことを目的とした即席

コミュニティ形成システムを提案した。今後は

効果的な救助を行うために、ユーザ間のコミュ

ニケーションにどのような機能が必要であるか

を検討する。 
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